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●目的                                                             

・授業を振り返り、全体的な児童の学習状況の把握し、教師の指導改善を行う。 ・「よい動き」を理解した上で指導の充実を図る。  

①本時を振り返る（左ページ） 

・本時の授業の児童の様子や全体的にめあてを達成していたかを思い出す。 

達成  →児童がこつを見付けられていたか、いろいろ工夫をしていたか 

思い出す。      

 未達成 →児童ができなかった理由とそれに伴う授業者の支援方法は 

適切だったか思い出す。  

 ※それぞれ具体的にできる限り思い出し、振り返る。 

 

③学習カードの記述を把握 

・児童一人一人の振り返りを把握する。一言ずつコメントを入れるとともに、 

授業の中で拾いきれなかった児童の思いや姿を理解し指導改善につなげる。 

・次時の最初に紹介する３観点の内容としてもピックアップしておく。 

④次時の計画を立てる 

・次時で動きに広がりをもたせるために、どの工夫の視点を重点として指導するのかそれらの

動き、こつをどう共有していくかを考え計画を立てる。 

・単元を通して、よい動き表の花の内容がまんべんなく網羅されればオッケー！ 

 

②本時を振り返る（右ページ） 

・よい動きの花シートをもとに、本時で出現した動きやそのこつなどを整理する。 

ここがポイント 

・動きの出現に順序性はなし。 

・花びらの外の動きは出現しても取り上げな

い。否定せず見過ごす（安全面は注意！）。 

・児童は自由に遊んでいる感覚！花びらの動

き、葉のこつ、根の態度を見付けて紹介す

る。決して動きを強制しないこと。 

・花びらの内側の動きから取り上げていく。 

よい動きの出現のさせ方 

□1 まずは、自然に出てきた動きを称賛する！ 

□2 意図的に動きを引き出す！ 

（「こんな動きできるかな？」） 

※工夫が組み合わされればさらによい動き！ 

例）バックスピンをかけてフープを跳ぶなど 

 

 
 

 

多様の授業はどうやって 

やればいいんだろう・・・？ 

 

どんな動きを価値付

けるのかなあ？ 

次の授業はどうし

ようかなあ？ 

フッフッフッ・・・ 

そんなときはこれを使

うのじゃっ！！ 
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まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（低）フープを手首や腰を軸にして回す。 

（中）フープを回しながら、歩いたり走ったりする。 

※上の動きがぎこちなくても、できていれば OK 

 

 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりした

ことを伝えている。 

○中動きの組み合わせ方を選んでいる。 

 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。（※用具は中学年） 

○中友達の考えを認めている。 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 

○腕を大きく回しすぎない 

〇一定のリズムで回す 

○何度でも繰り返し回せる 

〇  

 

●行い方の工夫（花びら）を広げる 

○人数を増やして 

「友達と一緒にやってごらん。」 

○姿勢や向きを変えて  

「腕（腰や足）でも回せる？」 

○用具を変えて 

「違う大きさのフープでもできる？」 

○中移動の仕方を変えて 

「後ろ向きにも進めるかな。」 

「走りながらでも回せる？」 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 
「どうしたら、もっと上手にできるか

な？」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 
「○○さんが紹介してくれたこつをや

ってみよう。」 

「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 

 

●行い方（花びら）を工夫させる 
「○○さんは、こんな動きをしていた

よ。」 

「〜な動きはできるかな？」 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 
「〇〇さんができるようにする

には何て伝えてあげたらい

い？」 

「〇〇さんと□□さんは、アド

バイスし合っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えて
あげよう。」 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さんの動きのいいとこ
ろはどこだろう。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 
●こつ（葉）をつかませる言葉掛け 

○フープを回すことができない 

→「一緒に回してみよう。先生（友達）と手

をつないでみて。」 

→「はじめに勢いをつけて回そう。」 

○中フープを回しながら移動できない 

→  

 

●できそうな動きを選択させる 

○姿勢や向きを変えて 

→「一度、違うところでも回してみない？」 

○用具を変えて 

→  

○移動の仕方を変えて 

→「まずはゆっくり進んでごらん。」 

→「フープと散歩してみよう。」 

＊フープの大きさ、重さ、などを変えて動き

を易しくするなど配慮する。 

 

 

●行い方を修正させる 
「○○さんの動きを見てみよ
う。」 

「友達の真似してみよう。」 
「

」 
 
●こつ（葉）を見付けさせる 
「〇〇さんの動きを見てごら
ん。」 

「○○さんは、どうしてあん
なに上手にできているのか
な？」 

 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さん、〜さんがとっても上
手に回せているよ、一緒にやっ
てみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、
かっこいい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジし
ているね。」（周りに目を向けさ
せる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さ
ん、すてき！」 

 
＊友達と一緒に運動（遊び）に取
り組むことで、気持ちが弾んで
くることを実感させたり、意欲
が感じられたりするつぶやきや
動きを取り上げて共感する。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

 
授業ヒントシート 

【フープ・回す】（低・中学年） 
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中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

用具 リズム 

姿勢

姿勢 

人数

姿勢 

移動 

 

○友達の動きを 

よく見てまねする ○誰とでもできる 

○こつや工夫を友達に伝える 

○何度でもやってみる 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る ○次にできるように 

   なりたいことを考える 

○フープの数（２本） 

○フープの大きさ（大・小） 

○１つのフープに２人で入る 

○４人以上で 
○跳ぶ 

○こま回し 

○首で 

○回りながら（腰で回す） 

○右手⇄左手 
（回しながら入れ替える） 

○右足でも左足でも 
○右手でも左手でも 

○足で ○膝で 

○腕で 

○腰で 

○手首で 

○腰→足 

フープを回しながら、

歩いたり走ったりす

る。 

○まっすぐ移動 

○後ろに移動 ○左右に移動 

○ジグザグ移動 
○前後 

○スキップ 

○かけ足 

◯ケンケン 

○ギャロップ 

○タイミングを合わせて 

 「せーのっ！」 

○２人で向き合って 

○２人で手をつなぎながら 

○３人で 

○ゆっくり ○速く 

○ゆっくり⇔速く 

○連続で 

○なめらかに 

○いろいろなリズムで 

回してから移動する 

フープのリズムに 

合わせて移動する 
○低学年で学んだことを

もとに学習を進める。 

○低学年でのこつが押さ

えられていない場合

は、低学年のこつを価

値付けて共有する。 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

用具 リズム 

姿勢

姿勢 

人数

姿勢 

○こつや工夫を友達に伝える 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る 

○誰とでもできる 

○何度でもやってみる 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○次にやってみたい 

   動きを考える 

○タイミングを合わせて 

 「せーのっ！」 

○２人で向き合って 

○２人で手をつなぎながら 

○１つのフープに２人で入る 

○４人以上で 
○首で 

○回りながら（腰で回す） 

○右手⇄左手 
（回しながら入れ替える） 

○右足でも左足でも 
○右手でも左手でも 

○足で ○膝で 

○腕で 

○腰で 

フープを手首や腰を

軸にして回す。 

○フープの大きさ（大・小） 

○フープの数（２本） 

○ゆっくり ○速く 

○ゆっくり⇔速く 

○連続で 

○なめらかに 

○いろいろなリズムで 

○こま回し 

○跳ぶ 

○３本以上 

※移動は出現してもよいが、 

中学年で主として取り上げる 

大きく回しすぎない 

おへそを前後に動かす 

    （腰） 

勢いをつけて回す 

一定のリズムで 

タイミングを合わせる 

○３人で 

○手首で 

○腰→足 
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授業ヒントシート 
【フープ・転がす】（低・中学年） 

まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（低）フープを倒れないように転がす。 

（中）フープを転がし、転がるフープの中をくぐり抜けた

り跳び越したりする。 

 

 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりしたこ

とを伝えている。 

○中動きの組み合わせ方を選んでいる。 

 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。（用具は中学年） 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 
○

〇  

○フープの横に立つ 

〇転がしたい距離や速度に合わせて、強さ

を調整する 

○中転がしてから移動する 

○中  

○中前に跳び越す 

○中  

 

●行い方の工夫（花びら）を広げる 
○人数を増やして 
「友達と一緒にやってごらん。」 
○姿勢や向きを変えて  
「腕（腰や足）でも回せる？」 
○用具を変えて 
「違う大きさのフープでもできる？」 
○中移動の仕方を変えて 
「後ろ向きにも進めるかな。」 
「自分で転がしてくぐれるかな？」 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「どうしたら、もっと上手にできるかな？」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手にで

きているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 

「○○さんが紹介してくれたこつをやって

みよう。」 

「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 

 

●行い方（花びら）を工夫させる 

「○○さんは、こんな動きをしていたよ。」 

「〜な動きはできるかな？」 
 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 
「〇〇さんができるようにするには何

て伝えてあげたらいい？」 

「〇〇さんと□□さんは、アドバイスし

合っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えてあげよ

う。」 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さんの動きのいいところはどこ

だろう。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 

●こつ（葉）をつかませる言葉掛け 
○フープを転がすことができない 

→「一緒に転がしてみよう。先生（友達）と

フープを押さえて、後ろから前になで

るように転がそう。」 

→「フープの横に立ってみよう。」 

○中フープを転がしながら、転がしたフープ

の中をくぐり抜けたり、跳び越したりで

きない 

→「まずは、転がしてから移動してごらん。」 

●できそうな動きを選択させる。 
○姿勢や向きを変えて 

→「一度、体を横向きにして転がしてごらん。」 

○用具を変えて 

→  

○移動の仕方を変えて 

→「後ろ移動できるかな？」 

→「自分で転がしてくぐれるかな？」 

＊フープの大きさ、重さ、などを変えて動きを

易しくするなど配慮する 

 

 

●行い方を修正させる 

「○○さんの動きを見てみよう。」 

「友達の真似してみよう。」 

「もう少し〜すると、かっこいい（上手

な）動きになるよ。」 

「やさしい動きからやってみよう。」 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「〇〇さんの動きを見てごらん。」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

 

 

●仲間の取組を認めさせる。 

「〇〇さん、〜さんがとっても上手に回

せているよ、一緒にやってみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、かっこ

いい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジしてい

るね。」（周りに目を向けさせる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さん、すて

き！」 

 

＊友達と一緒に運動（遊び）に取り組む

ことで、気持ちが弾んでくることを実

感させたり、意欲が感じられたりする

つぶやきや動きを取り上げて共感す

る。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 
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中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

用具 方向 

姿勢人数

姿勢 

○こつや工夫を友達に伝える 

○楽しかったこと、 

できるようになったことを振り返る 

○誰とでもできる 

○何度でもやってみる 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○次にやってみたい 

   動きを考える 

○２人で交互に 

（向き合って） 

○２人で同時に（向き合って） 

○２人で転がし合う 

○２人で距離を変えて 

○４人以上で 

○２人でけり合う 

○近すぎる距離 

○座って 

○手を下から 

○手を横から 

○手を上から 

○両手で 

○投げる 

○ける 

○寝ながら 

○前へ 

○横へ 

○バックスピン 

○後ろへ ○大きさ（大・小） 

転がしたい距離や速度に 

合わせて、強さを調整する 

フープを後ろから前に 

なでるように転がす 

フープをまっすぐ 

立てて、ねらいを定める 

フープの横に立つ 

※移動は出現してもよいが、 

中学年で主として取り上げる ○２本以上 

○２人で投げ合う 

○３人で 

○柔らかさ（柔・硬） 

○片手で（右・左） 

○しゃがんで 

○片足で 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

移動 

方向 

姿勢

姿勢 

人数

姿勢 

用具 

○柔らかさ（柔・硬） 

○友達が（自分が）転がした 

フープを跳び越える 

（同時に・交互に） 

○友達が（自分が）転がした輪 

をくぐる（同時に・交互に） 

○２人で交互に 

○２人で同時に 

○手を横から 

○手を下から 

○手を上から 

フープを転がし、 

転がるフープの中を 

くぐり抜けたり、 

跳び越したりする。 

○ギャロップ 

○ダッシュ 

○かけ足 

○後ろ移動 

○横移動 

○真っ直ぐ移動 

○ケンケン 

 

○友達の動きを 

よく見てまねする ○誰とでもできる 

○こつや工夫を友達に伝える 

○何度でもやってみる 

○投げる 

○４人以上 

○寝ながら 

○ける 

○友達との距離が 

近すぎる 

○座って 
○２人でけり合う 

○楽しかったこと、 

できるようになったことを振り返る ○次にできるように 

   なりたいことを考える 

○両手で 

○大きさ（大・小） 

○３人で 

転がるフープのスピードに

合わせて移動する 

転がしてから移動する 

くぐる、跳ぶ場所を決める 

前に跳び越す 
○低学年で学んだことを

もとに学習を進める。 

○低学年でのこつが押さ

えられていない場合

は、低学年のこつを価

値付けて共有する。 

○片手で（右・左） 

○しゃがんで 

○片足で 

○前へ 

○横へ 

○バックスピン 

○後ろへ 
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授業ヒントシート 
【ボール】（低・中学年） 

まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（低）大きさや種類の異なるボールを片手や両手で投げた

り、捕ったりする。 

（中）いろいろな方向に歩いたり走ったり、その場で回っ

たりしてから捕る。 

※上の動きがぎこちなくても、できていれば OK 

 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりしたこ

とを伝えている。 

○中動きの組み合わせ方を選んでいる。 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。（※用具は中学年） 

○中友達の考えを認めている。 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 
○手のひらを上に向けてふわっと捕る 

〇腕や膝を曲げて柔らかく捕る 

○手のひらを上に向けて下から上に投げる 

〇投げてから捕るまでボールをよく見る 

○中てのひらを投げたい方向に傾けて投げる 

○中投げたいところをよく見て投げる 

●行い方の工夫（花びら）を広げる 

○人数を増やして 

「友達と一緒にやってごらん。」 

○姿勢や向きを変えて  

「手を叩いてから捕れる？」 

○用具を変えて 

「違う大きさのボールでもできる？」 

○中移動の仕方を変えて 

「前へ進みながらでも捕れるかな。」 

「スキップしても捕れる？」 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 
「どうしたら、もっと上手にできるか

な？」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 
「○○さんが紹介してくれたこつをや

ってみよう。」 

「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 

 

●行い方（花びら）を工夫させる 
「○○さんは、こんな動きをしていた

よ。」 

「〜な動きはできるかな？」 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 

「〇〇さんができるようにするには何

て伝えてあげたらいい？」 

「〇〇さんと□□さんは、アドバイスし

合っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えてあげよ

う。」 

 

●仲間の取組を認めさせる 

「〇〇さんの動きのいいところはどこ

だろう。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 

●こつ（葉）をつかませる言葉掛け 

○ボールを捕ることができない 

→「ボールをよく見てみよう。」 

→「手のひらを上に向けてみよう。」 

○中ボールを動いて捕ることができない 

→「まずは、手のひらを投げたい方向に傾

けて投げてみよう。」 

●できそうな動きを選択させる 

○姿勢や向きを変えて 

→「まずは、両手でボールを捕ってみよう。」 

○用具を変えて 

→「小さな（大きな）ボールにしてみよう。」 

○中移動の仕方を変えて 

→「まずは前へ進んでから捕ってごらん。」 

＊ボールの大きさ、重さ、などを変えて動き

を易しくするなど配慮する。 

 

 

●行い方を修正させる 

「○○さんの動きを見てみよう。」 

「友達の真似してみよう。」 

「もう少し〜すると、かっこいい（上手

な）動きになるよ。」 

「やさしい動きからやってみよう。」 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「〇〇さんの動きを見てごらん。」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 

「〇〇さん、〜さんがとっても上手に回

せているよ、一緒にやってみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、かっこ

いい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジしてい

るね。」（周りに目を向けさせる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さん、 

すてき！」 

 

＊友達と一緒に運動（遊び）に取り組む

ことで、気持ちが弾んでくることを実

感させたり、意欲が感じられたりする

つぶやきや動きを取り上げて共感す

る。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 
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中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

距離

ｒ 
用具 

姿勢人数

姿勢 

○こつや工夫を友達に伝える 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る 

○誰とでもできる 
○何度でもやってみる 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○次にやってみたい 

   動きを考える 

○高いところで捕る 

○低いところで捕る 

○はなれた位置で捕る 

（2人などで） 

投げてから捕るまで 

ボールをよく見る 

手のひらを上に向けて 

  ふわっと捕る 

腕や膝を曲げて 

柔らかく捕る 

手のひらを上に向けて 

下から上に投げる 

例） 紅白玉 

   ドッジボール 

   ライトドッジ 

   ラグビーボール          

大きさや種類の異な

るボールを片手や両

手で投げたり、捕っ

たりする。 

○両手で捕る 

○ジャンプして捕る 

○手を叩いてから捕る 

○半回転してから捕る（右・左） 

○片手で捕る 

（右手・左手） 

○座って捕る 

○１回転してから捕る（右・左） 

○背面で捕る 

○床をタッチしてから捕る 

○２人で投げて捕る 

「せーの！」 

○円になって（数人） 

○3人で投げて捕る 

○ノーバウンドとバウンドで捕る 

○2人一緒のタイミングで捕る 

※移動は出現してもよいが、 

中学年で主として取り上げる 

○目を閉じて捕る 
○本気で投げる 

○壁に当てて捕る 

○転がす 

○足で捕る 

○リフティングして捕る 

○ドリブルして捕る 

○ドリブル（鞠つき） 

○壁当て・的当て 

○サッカーボール 

○ドッジボール 

○バスケットボール 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

距離 用具 

姿勢

姿勢 

人数

姿勢 

移動 

いろいろな方向に

歩いたり走ったり、

その場で回ったり

してから捕る。 

投げたいところを 

  よく見て投げる 

手のひらを投げたい 

方向に傾けて投げる 
投げてから捕るまで 

ボールをよく見る 

 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○誰とでもできる 

○こつや工夫を友達に伝える 
○何度でもやってみる 

○ドリブルして捕る 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る ○次にできるように 

   なりたいことを考える 

○目を閉じて捕る 

○壁に当てて捕る 

○足で捕る 

○リフティング 

 して捕る 

○座って捕る 

○両手で捕る 

○片手で捕る 
（右手・左手） 

○右手で投げ上げて 
 左手で捕る（反対） 

（○背面で捕る） 

○ジャンプして捕る 

○床をタッチしてから捕る 

○半回転してから捕る（右・左） 

○１回転してから捕る（右・左） 

○２人で投げて捕る 

「せーの！」 

○ノーバウンドとバウンドで捕る 

○円になって（数人） 

○２人一緒のタイミングで捕る 

○本気で投げ合う 

○２人で転がす 

○真っ直ぐ移動 

○ジグザグ移動 

○かけ足で 
○ケンケン 

○スキップ 

○ギャロップ 

○後ろへ 
○前へ 

○横へ 

○ドリブルしながら 

○ドリブル 

 （鞠つき） 

○壁当て・的当て 

○バレーのようにはじく 

○ゴールにシュート 

○ける 

○ボール同士ぶつけ合う 

○大きさ（大・小） 

○柔らかさ 

例）紅白玉 

ドッジボール 

ラグビーボール 

    など 

○低いところで捕る 

○高いところで捕る 

○2、3人で投げて移動して捕る 

（○4人以上） 

○低学年で学んだことを

もとに学習を進める。 

○低学年でのこつが押さ

えられていない場合

は、低学年のこつを価

値付けて共有する。 

○手を叩いてから捕る 
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授業ヒントシート 
【短なわ】（低・中学年） 

まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（低）揺らしたり、回旋したり、前や後ろの連続両足跳び

をしたりする。 

（中）いろいろな方向に歩いたり、走ったりその場で回っ

たりしてから捕る。 

※上の動きがぎこちなくても、できていれば OK 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりしたこ

とを伝えている。 

○中動きの組み合わせ方を選んでいる。 

 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。（※用具は中学年） 

○中友達の考えを認めている。 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 
○手首で回す 

〇つま先で跳ぶ 
○一定のリズムで跳ぶ 

〇脇をしめて跳ぶ 
○中移動したい方向を見る 

○中回してから移動する 
○中移動したい方向に跳ぶ 

●  
○人数を増やして 

「友達と一緒にやってごらん。」 
○姿勢や向きを変えて  

「片足でも跳べる？」 
○リズムを変えて 

「遅い・速いリズムでもできる？」 
○中移動の仕方を変えて 

「後ろ向きにも進めるかな。」 

「くねくね移動しながら跳べる？」 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 
「どうしたら、もっと上手にできるか

な？」 
「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 
「○○さんが紹介してくれたこつをや

ってみよう。」 
「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 
 

●行い方（花びら）を工夫させる 
「○○さんは、こんな動きをしていた

よ。」 
「〜な動きはできるかな？」 
 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 

「〇〇さんができるようにするには何て伝

えてあげたらいい？」 

「〇〇さんと□□さんは、アドバイスし合

っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えてあげよう。」 

 

●仲間の取組を認めさせる 

「〇〇さんの動きのいいところはどこだろ

う。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 
●こつ（葉）をつかませる言葉掛け 

○短なわを跳ぶことができない 

→「手首で回してみよう。」 

→「つま先で跳んでみよう。」 

○中跳びながら移動できない 

→「まずは、回してから移動してみよう。」 

●できそうな動きを選択させる 

○姿勢や向きを変えて 

→「一度、片足だけで跳んでごらん。」 

→「一度、後ろ跳びしてごらん。」 

○リズムを変えて 

→「ゆっくりと跳んでみよう。」 

→「速く跳んでみよう。」 

○中移動の仕方を変えて 

→「まずは回してから移動してごらん。」 

＊跳び越す位置や動き方を示したり、かけ

声によってタイミングを合わせることが

できるようにしたりする。 

 

 

●行い方を修正させる 

「○○さんの動きを見てみよう。」 

「友達の真似してみよう。」 

「もう少し〜すると、かっこいい

（上手な）動きになるよ。」 

「やさしい動きからやってみよ

う。」 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 
「〇〇さんの動きを見てごらん。」 

「○○さんは、どうしてあんなに

上手にできているのかな？」 
 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さん、〜さんがとっても上手に回

せているよ、一緒にやってみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、かっこ

いい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジしてい

るね。」（周りに目を向けさせる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さん、すて

き！」 

 

＊友達と一緒に運動（遊び）に取り組む

ことで、気持ちが弾んでくることを実

感させたり、意欲が感じられたりする

つぶやきや動きを取り上げて共感す

る。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 
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姿勢人数

姿勢 

脇をしめて跳ぶ 

つま先で跳ぶ 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

一定のリズムで跳ぶ 

○両足跳び 

○前跳び 

※移動は出現してもよいが、 

中学年で主として取り上げる 

○２人で横並び 

（なわ２本） 

○タイミングを合わせて

「せーのっ！」 

方向 

ｒ 
リズム 

○こつや工夫を友達に伝える 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る 

○誰とでもできる 

○何度でもやってみる 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○次にやってみたい 

   動きを考える 

○その場で回る 

手首で回す 

○片足後ろ跳び 
○片足前跳び 

○交互にケンケン跳び 

○かけ足跳び（その場で） 

○グーチョキパー跳び 

○後ろ跳び ○まねっこ 

○3人で 

○２人で前後 

（同じ向き、向き合って） 

○円になって 

○４人以上で 

○しゃがみ跳び 

○長なわみたいに跳ぶ 

○速く 

 
○遅く 

 

○いろいろなリズムで 

 ○友達と同じリズムで 

○友達と違うリズムで 

（タイミングをずらして） 

○あや跳び 

○交互跳び 

揺らしたり、回旋し

たり、前や後ろの連

続両足跳びをしたり

する。 

人数

姿勢 

移動 

いろいろな方向に

歩いたり走ったり、

その場で回ったり

してから捕る。 

移動したい方向を見る 

回してから移動する 

○グーチョキパー跳び 

○前跳び ○二重跳び 

○片足後ろ跳び 

○片足前跳び ○後ろ跳び 

○交互にケンケン跳び 

○かけ足跳び（その場で） 

中央…もとの動き（例示の動き） 

○真っ直ぐ移動 

花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

○スキップ 

○前後・左右 

 

○2人で前後 

（同じ向き・向き合って） 

○4人以上で 

○両足 

 

○回す速さによって 

  跳べない 

（速すぎる・遅すぎる） 

○なわをにょろにょろ 

○なわをふり回す 

移動したい方向に跳ぶ 

○タイミングを合わせて

「せーのっ！」 

○低学年で学んだことを

もとに学習を進める。 

○低学年でのこつが押さ

えられていない場合

は、低学年のこつを価

値付けて共有する。 

○はやぶさ 

○長なわのように 

 

方向 リズム 

姿勢

姿勢 

 

○友達の動きを 

よく見てまねする 
○誰とでもできる 

○こつや工夫を友達に伝える 

○何度でもやってみる 

○楽しかったこと、できるよう

になったことを振り返る 
○次にできるように 

   なりたいことを考える 

○しゃがみ跳び 

○両足跳び 

○２人でまねっこ ○くねくね移動 
○かけ足で 

○ケンケン 

○ギャロップ 

○速く 

○その場で回る 

○体の向きを変える 

○後ろ移動 

○回る 

○遅く 

○いろいろなリズムで 

○友達とリズムを合わせて 

○友達と違うリズムで 

   （タイミングをずらして） 

○あや跳び 

○３人で 

○ダッシュ 

移動したい方向に跳ぶ 

○２人で横並び 

（なわ２本） 

○円になって 

○交差跳び 
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授業ヒントシート 
【棒・タオル】（低・中学年） 

まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（低）棒を片手や両手で投げたり、捕ったりする。 

（中）棒やタオルを振ったり、投げたり、すばやく相手と

入れ替わって捕えたりする。 

※上の動きがぎこちなくても、できていれば OK 

 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりした

ことを伝えている。 

○中動きの組み合わせ方を選んでいる。 

 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。（※用具は中学年） 

○中友達の考えを認めている。 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 
○腕やひざを曲げて柔らかく捕る 

〇回転しないように両手ではさんで投げる 

○棒をはさむように両手で捕る 

○よく見て正面で捕る 

○中肘を高く上げる 

○中手首を柔らかくつかう 

○中手を耳の近くにもってくる 

○中グンと前に勢いよく振る、投げる 

●行い方の工夫（花びら）を広げる 
○人数を増やして 
「友達と一緒にやってごらん。」 
○姿勢や向きを変えて  
「座ってできるかな？」 
○用具を変えて 
「違う棒でもできるかな？」 
○中移動の仕方を変えて 
「スキップしながら振ってごらん。」 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 
「どうしたら、もっと上手にできるか

な？」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 
「○○さんが紹介してくれたこつをや

ってみよう。」 

「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 

 

●行い方（花びら）を工夫させる 
「○○さんは、こんな動きをしていた

よ。」 

「〜な動きはできるかな？」 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 

「〇〇さんができるようにするには何

て伝えてあげたらいい？」 

「〇〇さんと□□さんは、アドバイスし

合っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えてあげよ

う。」 

 

●仲間の取組を認めさせる 

「〇〇さんの動きのいいところはどこ

だろう。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 

●こつ（葉）をつかませる言葉掛け 

○遠くに投げることができない 

→「ひじを高く上げて投げてみよう。」 

→「先生と一緒に投げてみよう。」 

○中強く振ることができない 

→「グンと前に勢いよく振ってみよう。」 

●できそうな動きを選択させる。 

○姿勢や向きを変えて 

→「まずは上に向かって投げてみよう。」 

○用具を変えて 

→「柔らかい棒に変えてみよう。」 

○移動の仕方を変えて 

→「ゆっくり歩きながら振ってみよう。」 

＊棒の長さや柔らかさなどを変えて動きを易

しくするなど配慮する。 

 

 

●行い方を修正させる 

「○○さんの動きを見てみよう。」 

「友達の真似してみよう。」 

「もう少し、〜すると、かっこいい（上

手な）動きになるよ。」 

「やさしい動きからやってみよう。」 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「〇〇さんの動きを見てごらん。」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 

「〇〇さん、〜さんがとっても上手に回

せているよ、一緒にやってみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、かっこ

いい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジしてい

るね。」（周りに目を向けさせる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さん、すて

き！」 

 

＊友達と一緒に運動（遊び）に取り組む

ことで、気持ちが弾んでくることを実

感させたり、意欲が感じられたりする

つぶやきや動きを取り上げて共感す

る。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 
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○手を叩いてから捕る 

○本気で投げる 

 

 

 

○円になって（数人） 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○２人で横並びで投げて捕る 

○座って捕る 

○床をタッチしてから捕る 

○目を閉じて捕る 

用具 ○棒の種類を変える 

（長さ・短さ・軽さ・柔らかさ） 

例）新聞紙の棒 

工作用紙の棒 

スポンジの棒 

リレーのバトン 

回転しないように両手で 

はさんで投げる 

○１回転してから捕る（右・左） 

○半回転してから捕る（右・左） 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

 

○ジャンプして捕る 

 

○こつや工夫を友達に伝える 

○何度でもやってみる 

○片手で投げて片手で捕る（反対） 

○楽しかったこと、 

できるようになったことを振り返る ○次にやってみたい動きを考える 

腕や膝を曲げて

柔らかく捕る 

○投げ上げる高さを 

変えて捕る 

○離れた位置で捕る 

（２人などで）  

棒を片手や両手で

投げたり捕ったり

する 

 

よく見て正面で捕る 

姿勢

姿勢 

距離 

棒をはさむように

両手で捕る 

人数

姿勢 

○２人で投げて捕る 

「せーの！」 

○手を叩いてから捕る 

○両手で捕る 

※移動は出現してもよいが、 

中学年で主として取り上げる 

○壁に当てて捕る 

○転がす 

○戦う 

○打ち合う 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○誰とでもできる 

○２、３人で投げて捕る 

「せーの！」 

○２、３人で息を

合わせて振る 

○目を閉じて投げる・捕る ○本気で投げ合う 

〇ギャロップ 

○２人で各々が立てた棒を 

  すばやく入れ替わって捕る 

 

 

 

〇ケンケン 

○棒の種類を変える 

（長さ・短さ・軽さ・柔らか

さ） 

例）新聞紙の棒 

工作用紙の棒 

スポンジの棒 

リレーのバトン 

中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

〇スキップ 

移動 

〇ジグザグ移動 

〇前後移動 

肘を高く上げる 

○座って振る、投げる 

〇かけ足 

○投げ上げる高さを 

変えて捕る 

距離 用具 

〇横移動 ○回りながら振る 

〇真っ直ぐ移動 
○片手で投げて片手で捕る（反対） 

○ジャンプして振る、投げる 

○片手で投げて両手で捕る（反対） 

人数

姿勢 
○片足で振る、投げる 姿勢

姿勢 棒・タオルを振ったり、投

げたり、すばやく相手と

場所を入れ替わって捕ら

えたりする 

○低学年で学んだこ

とをもとに学習を

進める。 

○低学年でのこつが

押さえられていな

い場合は、低学年

のこつを価値づけ

て共有する。 
グンと前に勢いよく

振る、投げる 

 

○誰とでもできる 
○何度でもやってみる 

○友達の動きを 

よく見てまねする 

○打ち合う（野球） 

○転がす 

○戦う 

○離れた位置で捕る 

（2人などで） 

手を耳の近くまで

もってくる 

手首を柔らかくつかう 

○楽しかったこと、できる 

ようになったこと振り返る 
○次にできるように 

   なりたいことを考える 

○円になって（数人） 

○こつや工夫を友達に伝える 
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授業ヒントシート 

まずは、児童全員をこの姿に！！ 
 
 

 

（中）輪を相手に向かって投げたり、投げられた輪を捕っ

たりする。 

※上の動きがぎこちなくても、できていれば OK 

 

 

 

○運動の行い方を選んだり、工夫したりしている。 

○友達のよい動きを見付けたり、行い方を選んだりした

ことを伝えている。 

○動きの組み合わせ方を選んでいる。 

 

○進んで運動に取組んでいる。 

○きまりを守り、誰とでも仲よく運動している。 

○場や用具の安全に気を付けている。 

○友達の考えを認めている。 

知識及び運動（花の中心・葉） 

 

学びに向かう力・人間性等（根） 

地 k ち 

  

 

 

 

●こつ（葉）を意識させる 

○指先を投げたい方向に向ける 

〇腕や膝を曲げて柔らかく捕る 

〇投げてから捕るまで輪をよく見る 

○手のひらを体の内側に向けて捕る 

 

●  

○人数を増やして 

「友達と一緒にやってごらん。」 

○姿勢や向きを変えて  

「手を叩いてから捕れる？」 

○用具を変えて 

「違う大きさの輪でもできる？」 
 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等（花びら） 

 

 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「どうしたら、もっと上手にできるかな？」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手にで

きているのかな？」 

 

●こつ（葉）を意識させる 

「○○さんが紹介してくれたこつをやって

みよう。」 

「友達に何を教えてもらったらできた

の？」 

 

●行い方（花びら）を工夫させる 

「○○さんは、こんな動きをしていたよ。」 

「〜な動きはできるかな？」 
 

思考力・判断力・表現力等 

 

 

 

●他者に伝える力を付ける 
「〇〇さんができるようにするには何

て伝えてあげたらいい？」 

「〇〇さんと□□さんは、アドバイスし

合っていていいね。」 

「〇〇さんにもこつを教えてあげよ

う。」 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さんの動きのいいところはどこ

だろう。」 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 

得意な児童にはこうしよう！ 
 

  

 

苦手な児童にはこうしよう！

 

 

●

○輪を捕ることができない 

→「輪をよく見てみよう。」 

→「手のひらを体の内側に向けて捕ろ

う。」 

 

●できそうな動きを選択させる 

○姿勢や向きを変えて 

→「まずは、両手で輪を捕ってみよう。」 

○用具を変えて 

→「小さな（大きな）輪にしてみよう。」 

○距離を変えて 

→「いろいろな高さで捕ってごらん。」 

＊輪の大きさ、重さ、などを変えて動きを

易しくするなど配慮する。 

 

 

●行い方を修正させる 

「○○さんの動きを見てみよう。」 

「友達の真似してみよう。」 

「もう少し〜すると、かっこいい（上手

な）動きになるよ。」 

「やさしい動きからやってみよう。」 

 

●こつ（葉）を見付けさせる 

「〇〇さんの動きを見てごらん。」 

「○○さんは、どうしてあんなに上手に

できているのかな？」 

 

 

 

●仲間の取組を認めさせる 
「〇〇さん、〜さんがとっても上
手に回せているよ、一緒にやっ
てみよう。」 

「失敗しても諦めない〇〇さん、
かっこいい！」（本人に対して） 

「〇〇さんは何度もチャレンジし
ているね。」（周りに目を向けさ
せる。） 

「誰とでも仲良くできる〇〇さ
ん、すてき！」 

 
＊友達と一緒に運動（遊び）に取
り組むことで、気持ちが弾んで
くることを実感させたり、意欲
が感じられたりするつぶやきや
動きを取り上げて共感する。 

知識及び運動 

 

思考力・判断力・表現力等 

 

学びに向かう力・人間性等 

地 k ち 
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中央…もとの動き（例示の動き） 
花びら…行い方の工夫 葉…動きのこつ 

根 …価値付けしたい姿 

距離 

姿勢

姿勢 
人数

姿勢 

用具 

 

○友達の動きを 

よく見てまねする ○誰とでもできる 

○こつや工夫を友達に伝える 

○何度でもやってみる 

○楽しかったこと、できる 

ようになったことを振り返る ○次にできるように 

  なりたいことを考える 

輪を相手に向かって投

げたり、投げられた輪を

捕ったりする。 

○２人で距離を変えて 

○２人で交互に 
○タイミングを合わせて 

 「せーのっ！」 

○大きさ（大・小） 

○座って捕る 

○１回転してから捕る（右・左） 

○半回転してから捕る（右・左） 

○床をタッチしてから捕る 

○手を叩いてから捕る 

○ジャンプして捕る 

○右手で投げ上げて 

 左手で捕る（反対） 

○片手で捕る 

（右手・左手） 

○両手で捕る 

○投げ上げる高さを 

変えて捕る 

○離れた位置で捕る 

（2人などで） 

○円になって（数人） 

○本気で投げ合う 

○輪同士をぶつけ合う 
○目を閉じて捕る 

○壁に当てて捕る 

○高すぎて（低すぎて） 

捕ることができない 

○足で蹴り上げる 

○2つ以上 

指先を 

投げたい方向に向ける 

腕や膝を曲げて 

柔らかく捕る 

投げてから捕るまで 

輪をよく見る 

手のひらを体の 

内側に向けて捕る 

○低いところで捕る ○高いところで捕る 

○リングバトン 

○ドッジビー 

○２人で向き合って 

○新聞紙の輪 
など 


